
〔別紙〕 

周産期シンポジウム（2027年 7月開催）につきまして、テーマを 

「AI で周産期医療の未来がどう変わるのか ～周産期における AI・テクノロジ

ーの進歩と臨床応用～」 

として演題を募集いたします。 

近年、AI（人工知能）・機械学習をはじめとするデータ駆動型技術の進歩は、

医療における診断支援、予測、意思決定支援など多方面に波及しており、周産

期医療においても探索的研究から臨床応用を見据えた検討へと展開しつつあり

ます。 

周産期領域は、母体・胎児・新生児という複数の対象を包含し、疾患背景や病

態が多様であると同時に、迅速な判断を要する場面も少なくありません。その

ため、AI・テクノロジーの導入は、医療の質の向上や安全性の担保、標準化の

促進に加え、医療者の負担軽減や地域格差の是正といった観点からも重要な検

討課題となっています。 

一方で、AIの臨床応用にあたっては、アルゴリズムの妥当性評価や外部検証、

説明可能性、バイアス、データ品質など、克服すべき課題も存在します。周産

期医療における AIの価値を適切に位置づけ、実臨床における有効性および安

全性を科学的に検証し、周産期医療のさらなる発展へとつなげていくことが求

められます。 

本シンポジウムでは、周産期医療における AI・テクノロジーの研究成果ならび

に臨床応用の可能性について、産科、小児科、小児外科、麻酔科など周産期関

連領域を横断した学術的議論を深めることを目的とします。周産期医療の発展

に資する独創性と科学的妥当性を有する演題を広く募集いたします。なお、臨

床研究・基礎研究を問いませんが、前臨床研究については臨床応用に向けた道

筋が明確であるものを対象とします。 
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